
去る２０１２年９月１１―１４日，愛媛県松山市の
愛媛大学城北地区並びに松山大学文京キャンパ
スにて，第７３回応用物理学会学術講演会が開
催された。１７に及ぶ分科が４日間にわたり開
催された大規模な会であった。そのうち２日目
の１２日（水）と３日目の１３日（木）に行われ
た「１６非晶質・微結晶」分科の「１６．１基礎物
性・評価」のセッションについて，聴講した内
容を報告する。
１２日は口頭発表が行われ，２８件の発表があ
った。私自身も，「窒化マグネシウムMg３N２の
可視発光特性」という表題で発表を行った。
ガラスの基礎物性の研究から電池材料などの

応用分野まで，多岐にわたる分野の講演を聴く
ことができた。いくつかの発表について内容を
簡単に紹介する。
・群馬大の後藤は「SnS 蒸着膜のギャップ内準
位評価」と題し，金属カルコゲナイド半導体
を利用した太陽電池の効率向上を阻害する要
因とされている欠陥構造についての研究成果
を報告した。SnS 薄膜を各温度でアニールし
た試料についてカンチレバー光熱分光により

光吸収スペクトルを測定した。光吸収による
発熱を利用したカンチレバー光熱分光を用い
ることにより，従来より感度良く吸収を測定
でき，欠陥の由来を同定した。また，アニー
ルにより欠陥吸収が減少し，太陽電池の効率
向上に寄与することが期待される。

・東工大の近藤らは，「VHFプラズマにより作
製したナノ結晶シリコンのフッ硝酸による粒
径縮小」と題し，フッ硝酸を用いてナノ結晶
Si の粒径を５nm以下に縮小することに成功
したと報告した。発光素子への応用に際し，
量子サイズ効果が顕著に表れる５nm以下に
粒径縮小することは重要である。しかし，ダ
ンブリングボンド増加により発光強度が減少
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するため，発光素子としての利用において問
題点を残した。

・大阪大の富田らは，「水熱合成法によるシリ
カナノチューブの作製」と題した講演を行っ
た。水熱合成法は制御しやすいという利点が
あるが，用いるテンプレートにより有害な不
純物が混じるという欠点がある。そこで，テ
ンプレート不使用の SiO２ナノチューブ合成
法と，その成長過程の解析が示された。

・北陸先端大の廣瀬らは，「加圧した ITO前駆
体ゲルの解析」と題し，加温加圧処理により
液体プロセスで合成したデバイスの機能が向
上する原因を報告した。高エネルギーX線
回折による構造体解析とFT―IR 測定による
構造体間有機物の解析より，加圧による構造
体変化は見られないが有機物の残留が多いこ
とがわかった。したがって，加圧により ITO
の導電性機能が向上するのは，有機物中の炭
素による還元が起こり ITO中酸素空孔が増
加するためであると結論付けられた。環境低
負荷な液体プロセスによって機能性良好なデ
バイスを作製するための手掛かりとして有用
であると感じた。

・九州大の吉岡らは，「ゾル・ゲル法による酸
化ガリウム多形の合成と構造解析」と題し，
Ga２O３の合成条件により現れる多形について
報告した。前駆体のGa（NH３）３を溶かす溶
媒に水を用いた場合とエタノールを用いた場
合で，焼成後の試料の多形が異なるという興
味深い結果であった。

・京都大の正井らは，「Sn含有酸化物ガラスに
おけるシンチレーション特性」と題し，Sn２＋

含有ガラスを用いた希土類フリーのシンチ
レーション材料について報告した。様々な組
成のガラスの発光特性を測定し，バンドギャ
ップより上に励起準位がある試料でシンチ
レーションが見られた。環境低負荷なシンチ
レーション材料として期待が持てる研究であ
った。

・長岡技術大の本間らは，「リン酸鉄系ガラス

からのナトリウム電池正極活物質の合成」と
題し，Na系正極材料として有用な特性を持
つ結晶を，ガラスの結晶化という手法で得ら
れたことを報告した。Na２FeP２O７の組成を持
つこの結晶は，理論容量の８割の実験値を示
し，良好なサイクル特性を持つ。また，耐久
性にも優れ，実用化が期待できる興味深い材
料であると感じた。

・京都大の正井らは，「BaO―TiO２―GeO２再溶融
ガラスにおける Pt ナノ結晶析出」と題し，
再溶融を短時間で行った試料の熱・光物性を
報告した。通常析出を回避する Pt 結晶であ
るが，再溶融を短時間で行うことで生じる
Pt ナノ結晶が，表面結晶化ガラスとして機
能性を持たせるにあたり有効にはたらく点が
面白く感じた。

１３日はポスター発表が行われ，「非晶質・微
結晶」の「基礎物性・評価」のセッションにお
いては３件の発表があった。
福井大の佐々木らは，「合成粉溶融シリカガ

ラスのエキシマレーザー誘起光吸収特性」と題
し，従来法より安価なガラス作製法である合成
粉溶融法により作製したシリカガラスの光物性
について報告した。
豊田工業大の見波らは，「Yb添加シリカガ

ラスにおけるフォトブリーチング」と題し，高
出力ファイバレーザーの実現にあたって障害と
なるフォトダークニングについて，逆過程であ
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るフォトブリーチングの観点から研究した結果
を報告した。
ポスター発表の件数は少なかったが，今まで

触れたことのなかった手法・現象を知ることが
でき，大変有意義だった。

本学会の会場となった愛媛大学・松山大学の
位置する松山市は，道後温泉近辺をはじめ歴史
ある町並みが残る良い街だった。主要交通手段
である路面電車も趣深く，学会のみならず会場
までの道中も楽しめた４日間であった。
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